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ア
ブ
ナ
イ
列
車
妨
害
は

幼
児
の
置
石
が
お
お
い
い

六
月
一
日
か
ら
１
ヵ
月
間
は
、
「
鉄
道
妨
害
防
止
運
動

」
が
全
国
い
つ
せ
い
に
お
こ
々
わ
れ
乱
す
。
全
国
的
に

列
車
妨
害
は
年
々
増
加
し
つ
つ
ふ
り
、
と
に
く
、
か
さ

い
こ
ど
も
さ
ん
た
ち
の
い
た
ず
ら
が
囗
だ
ら
ま
す
。

国
鉄
で
は
、
列
車
の
安
全
運
転

に
つ
い
て
日
夜
懸
命
に
努
力
を
し

て
い
ま
す
が
、
最
近
発
表
さ
れ
た

下
関
鉄
道
公
安
室
の
統
計
に
よ
り

ま
ず
と
、
踏
切
り
事
故
、
電
話
線

ド
ロ
な
ど
の
、
お
と
な
の
犯
行
が

減
つ
て
い
ま
す
が
、
反
面
も
つ
と

も
ア
ブ
ナ
イ
こ
ど
も
の
い
た
ず
ら

に
よ
る
線
路
の
置
物
が
激
増
し
て

い
ま
す
。

中
国
支
社
管
内
で
の
、
列
車
妨

害
の
検
挙
件
数
は
、
図
の
と
お
り

で
、
い
ま
か
ら
農
繁
期
に
も
な
り

小
さ
い
μ
子
さ
怙
こ
り
で
、
遊
ば

せ
な
い
よ
う
、
と
く
に
注
意
≒
て

く
だ
さ
い
。

な
ね
、
国
鉄
は
、
次
の
こ
と
を

み
な
さ
ん
に
畄
力
し
て
い
た
だ
く

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

①
　
線
路
や
鉄
橋
、
ト
ン
ネ
ル
内

の
通
行
や
遊
び
は
や
め
ま
し
よ

②
　
線
路
の
上
に
石
や
そ
の
他
の

物
を
威
く
い
た
ず
ら
は
や
め
ま

し
よ
う

③
　
列
単
、
信
号
機
、
建
物
な
ど

に
石
や
そ
の
他
の
物
を
投
げ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

④
　
踏
切
り
を
横
断
す
る
と
き
は

ま
ず
、
と
ま
り
、
右
、
左
を
よ

く
た
し
か
め
て
わ
た
り
ま
し
よ

（
注
　
図
の
説
明
）

第
一
種
妨
害
と
は
、
列
車
の
運
転

に
直
接
危
険
を
と
も
な
う
も

の
。

第
三
種
妨
害
と
は
、
列
車
の
運
転

に
支
障
を
お
よ
ぼ
す
原
囚
と

な
る
も
の
。

第
四
種
妨
害
と
は
、
列
庫
の
運
転

に
支
障
は
な
い
が
、
人
を
傷

つ
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

三
月
六
日
付
長
門
市
広
報
で
、

広
報
紙
上
に
「
市
民
の
声
」
欄
を

設
け
る
か
ら
、
平
素
市
役
所
な
ど

に
対
し
て
尋
ね
た
い
こ
と
や
、
明

る
い
話
題
な
ど
う
け
た
ま
わ
り
た

い
と
発
表
し
て
あ
り
、
尚
そ
れ
に

、
み
な
さ
ん
の
建
設
的
な
意
見
も

う
け
た
ま
わ
り
た
い
と
加
え
て
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て

こ
の
欄
の
利
用
状
況
を
見
て
お
り

ま
７
に
、
質
問
が
二
件
ほ
ど
出
た

よ
う
で
す
が
、
肌
る
い
話
題
な
い

し
建
設
的
な
意
兄
は
ま
だ
出
ま
せ

ん
の
で
、
こ
の
欄
は
開
店
休
業
の

姿
の
よ
う
に
兄
受
け
る
の
で
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
こ
の
欄
が
に
ぎ
や
か
で

な
い
こ
と
は
、
問
題
が
な
い
の
か

と
思
う
に
、
そ
う
で
は
な
さ
そ
う

で
す
。
市
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
話

迴
が
あ
り
問
題
が
あ
る
よ
う
に
見

聞
き
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う

す
る
と
日
常
家
業
が
多
忙
の
た
め

落
つ
い
て
筆
を
と
る
閑
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
か
ら

市
は
も
う
一
歩
筒
堅
气
力
法
を
案

出
し
て
、
こ
の
欄
の
利
川
を
巾
民

に
よ
び
か
け
ら
れ
て
は
ど
う
で
し

よ
う
か
。
（
今
単
純
４
:思
い
つ
き

で
す
が
、
例
え
ば
、
電
話
で
市
に

そ
の
こ
と
の
要
領
を
告
げ
る
方
法

の
ご
と
き
。
）

ま
た
、
私
た
ち
市
民
も
、
折
角

市
が
良
い
こ
と
を
考
え
つ
か
れ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
代
表
の

議
会
議
員
の
発
言
が
な
か
っ
た
問

や
、
そ
の
他
諸
般
の
事
が
ら
を
何

と
か
精
出
し
て
こ
の
欄
に
咲
７
こ

も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
は
、
五
月
二
十
四
日
付
Ｎ
紙
の

「
読
者
の
部
屋
」
に
、
横
山
悦
水

氏
の
青
海
大
橋
と
県
道
改
修
の
論

説
を
拝
見
し
て
、
こ
の
一
文
が
市

広
報
「
市
民
の
声
」
欄
に
も
送
っ

て
ほ
し
か
っ
た
と
実
に
残
念
に
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。

（
湯
本
　
漁
協
嘱
託
　
6
5才
）

幅
集
者
よ
り
、
た
い
へ
ん
あ
り

が
た
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
迴
望
の
よ
う
に
、
亀
話
４
:

ど
で
の
ご
連
絡
も
結
梅
で
す
。
ど

し
ど
し
お
送
じ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
『

市
役
所
総
務
課
企
画
統
計
係

青
少
年
の
犯
罪
は
集
団
化

原
因
は

好
奇
心
…
…
中
学
生

高
校
生
…
…
出
来
心

最
近
　

青
少
年
の
非
行
が
大
き

い
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
長
と
し
て
は
、
年
令
層

が
低
下
し
、
集
団
化
し
て
来
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

山
口
県
下
の
例
を
見
て
も
、
学

生
非
行
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
中

学
生
、
そ
の
う
ち
六
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
が
集
団
非
行
で
あ
る
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
記
録
か
ら
、
非
行
の
現
状

は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
で
す
。

『
わ
た
し
の
こ
ど
も
に
限
っ
て
は

…
…
』
と
お
っ
し
や
ら
ず
に
十
分

ご
注
意
下
さ
い
。

場
所
　
住
居
中
心
、
通
学
途
中
が

お
お
い
い
。

季
節
　
２
月
ー
４
月
は
、
万
引
が

お
お
い
い
。
７
月
ー
８
月
は
、

せ
っ
盜
、
粗
暴
犯
罪
が
お
お
い

い
。

一
週
間
で
は
：

男
子
は
土
、
日
曜

日
に
万
引
、
粗
暴
犯
罪
が
お
お

い
い
。
女
子
は
、
晦
日
に
は
別

に
関
係
な
い
。

時
刻
　
中
学
生
は
、
午
後
１
時
か

ら
３
時
の
間
。
高
校
生
は
午
後

１
時
か
ら
９
時
の
間
。

内
容
　
中
学
生
は
、
せ
つ
盗
。
高

校
生
は
、
粗
暴
犯
罪
が
お
お
い

い
。

動
機
　
中
学
生
は
①
好
奇
心
②
出

来
心
③
誘
わ
れ
て
④
そ
の
物
が

欲
し
い
。
高
校
生
は
、
①
出
来

心
②
そ
の
物
が
歇
し
い
③
誘
わ

れ
て
④
好
奇
心

家
庭
　
比
格
的
裕
福
な
家
圓
の
こ

ど
も
が
、
非
行
に
は
し
り
や
す

い
。
と
く
に
、
父
親
と
の
対
立

か
ら
の
非
行
が
お
お
い
い
。

欠
席
口
数
　
こ
れ
は
決
定
的
な
条

件
で
は
な
い
が
、
深
い
つ
な
が

り
が
あ
る
。

成
績
　
中
学
生
、
下
位
七
〇
ハ
ー

セ
ン
ト
　
上
位
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

高
校
生
、
下
位
三
〇
ハ
ー
セ
ン

ト
、
上
位
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。

教
材
　
一
般
的
に
、
体
育
、
社
会

を
好
み
、
英
詔
、
数
学
の
よ
う

に
継
続
的
な
教
材
を
嫌
う
。

趣
味
　
共
通
的
に
、
映
画
を
好
ひ

性
格
　
衝
動
的
、
速
攻
的
傾
向
で

自
己
統
制
力
に
と
ぼ
し
く
、
意

志
薄
弱
。

以
上
が
、
非
行
少
年
の
現
状
で

す
が
、
こ
れ
ら
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
発
見
し
、
補
導
し
て
や
る
こ

と
が
大
切
。

そ
の
た
め
に
は

服
装
の
変
化
、
無
断
欠
席
、
言

葉
っ
か
い
の
悪
化
、
所
持
品
の

変
化
、
友
だ
ち
、
夕
食
を
た
べ

な
い
、
電
話
、
郵
便
な
ど
に
敏

感
な
ど
に
注
意
。

不
審
と
思
っ
た
ら

学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
す

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

人
事
異
動

（
六
月
一
日
付
）

兼
ね
て
長
寿
園
長
事
務
取
扱

林
　
惣
太
郎
（
市
助
役
）

農
林
水
産
課
長
　
坂
倉
良
昌
（
俵

山
支
所
長
）

市
民
課
長
　
萩
谷
桃
一
　
（
長
寿
園

長
）

俵
山
支
所
長
　
藤
津
幾
治
（
農
林

水
産
課
長
補
佐
兼
農
務
係
長
）

農
林
水
産
課
農
務
係
長
　
長
谷
川

洋
（
福
祉
事
務
所
庶
務
係
長
）

福
祉
事
務
所
庶
務
係
長
　
前
田
忠

倫
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
）

市
民
課
国
民
健
康
保
険
係
　
山
崎

栄
枝
（
市
民
課
窓
口
係
）

市
民
課
窓
口
係
　
福
岡
節
子
（
市

民
課
国
民
健
康
保
険
係
）

総
務
課
傭
人
　
松
永
フ
ジ
子
（
新

規
採
用
）

総
務
課
付
　
竹
内
正
夫
（
農
林
水

産
課
長
）

〃
　
　
　
岡
村
栄
吉
（
市
民
課

長
）

〃
　
　
　
中
村
静
子
（
総
務
課

）

（
六
月
五
日
付
）

兼
職
を
解
く
　
林
惣
太
郎
（
助
役

兼
長
寿
園
長
事
務
取
扱
）

長
寿
園
長
代
理
　
古
村
　
力
（
長

寿
園
）

以
上
（
　
）
内
旧
任

婦
人
少
年
室
協
助
員

天
野
ヒ
デ
子
さ
ん

婦
人
年
少
者
の
相
談
を

労
働
省
が
、
婦
人
の
地
位
の
向

上
、
働
く
婦
人
年
少
者
の
保
護
や

働
く
人
の
家
族
の
福
祉
を
は
か
る

た
め
に
、
婦
人
少
年
室
協
助
員
を

昭
和
二
十
八
年
十
月
か
ら
委
嘱
し

て
い
ま
す
が
。
こ
と
し
の
協
助
員

の
う
ち
長
門
市
関
係
者
が
き
ま
り

ま
し
た
。

婦
人
年
少
者
の
ご
相
談
は
、
次

の
人
へ
ご
遠
慮
な
く
。

東
深
川
正
明
市
二
区

天
野
ヒ
デ
子
さ
ん

電
話
（
長
門
）
ニ
一
○

ス ポー ツ
長
門
大
津
地
区

相
撲
大

会

2
1
日
水
高
相
撲
場

国
体
会
場
地
決
定

を
記
念
し
て
昭
和
3
6

年
か
ら
毎
年
ひ
ら
か

れ
て
い
ろ
長
門
、
大

津
地
区
相
撲
大
会
が

こ
と
し
は
次
の
日
程

で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

（
開
催
日
時
）

６
月
2
1
日
（
日
）
午
前
８
時
3
0

分
か
ら

（
開
催
場
所
）

水
産
高
校
　
相
撲
場

（
競
技
種
目
）

中
学
、
高
校
、
一
般
青
年

（
申
込
期
日
）

６
月
1
6日
ま
で
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
係
ま
で
。

39年度　 市 民 税 の 算 出 方 式
元号「議会だより」の中で概略をおしらせしました昭和39年度市民税減税について
、具体的に算出方法を用いて比較してみました。

ただし、38年度と39年度の総所得金額が同じで、扶養者が三人の場合。

総所得額20万円
38年 度　 総 所 得金 額 一基 礎 控 除 ＝ 課 税 標 準額 × 税 率 一控 除 税 額 ＝ 算 出 税 額 一扶 養控

( 1人 に つ き
200, 000  ― SO, COO  =  110, 000　 × 4％ －　1, 400  =　3, GOO  - ! , 800

除 ＝ 税 額 十均 等割 ＝ 市民 税 額
600 円丿

=  1, 200 ･卜200  =1, 400
39 年 度　総 所 得 金 額 一 基 礎 控 除 一扶 養控 除 ここ 税 標 準 額ｘ 税 率 一 控 除 税 額 ＝ 算 出税 額

( 1 人4万 円2人 以 上1人 に つ き3万円)
200, 000  -  90, 000  -  100, 0CQ=  10, 000　 × ３％ －o ＝200
十均 等 割 ＝ 市 民 税 額
＋　200  =　400　　　　　　　　 減 税 額　1, 000 円　83, 3%

総所得額30 万円
38年度　300, 000- 90, 000 = 210, 000×  5, 4%- 3, 800  = 7, 540- 1, 800 = 5, 740 + 200

=5, 940
39年度　300, 000- 90, 000 - 100, 000=110, 000× 4. 0% ―1, 400 =2, 920 + 200 =3, 120

減税額　　2, 820円　49, 1%
総所得金額60 万円

38 年 度　600, 000  -  90, 000 = 510, 000× 8. 4%  ― 14, 600 = 28, 240 ― 1, £00=26, 440
+200  =26, 640

39 年 度　600, 000 ―90, 000―100, 000=410, 000 × 7 , - 8%- 11, 600 二20, 380  + 200
＝λ 0, 5£0　　　　　　　　　　　 減税 額　　6, 060 円　22, 9%



長　門　市　広　報 昭 和３９年 ６月１２日（金曜日）

市
長
一
日
交
通
整
理

六
月
一
日
交
通
安
全
日
に

小
学
生
は
二
列
登
校

さ
る
五
月
十
五

日
ひ
ら
か
れ
た
、

長
門
市
交
通
安
全

会
議
（
議
長
、
斎

木
市
長
）
の
席
上

今
後
毎
月
一
日
の

交
通
安
全
日
に
、

街
頭
で
交
通
整
理

の
お
手
伝
い
を
し

た
ら
ど
う
か
。
と

き
ま
り
、
そ
の
一

回
目
の
さ
る
、
六

月
一
日
に
、
市
長

が
、
街
頭
に
出
て

一
日
交
通
整
理
を

行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
こ

ろ
も
が
え
を
し
た

小
学
生
が
、
部
落

の
年
長
者
が
も
つ

小
旗
の
あ
と
に
順

序
よ
く
二
列
に
な
ら
ん
で
登
校
。

大
人
た
ち
も
、
こ
れ
に
負
け
ま

い
と
右
側
通
行
。
こ
の
中
で
、
女

子
高
校
生
の
集
団
グ
ル
ー
プ
が
、

こ
れ
ら
を
横
目
で
見
な
が
ら
、
左

側
を
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
歩
い
て

い
た
の
が
残
念
で
し
た
。

（
写
真
は
、
さ
る
一
日
交
通
整

理
の
手
伝
い
を
す
る
斎
木
市
長
「

右
」
深
川
農
協
前
で
）

ア
キ
ス
に
ご
用
心

農
繁
期
の
防
犯

麦
刈
り
が
す
ひ
と
田
植
え
。
と

農
家
で
は
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ

ど
、
一
年
の
う
ち
で
も
っ
と
も
い

そ
が
し
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。

一
家
そ
ろ
っ
て
野
良
仕
事
の
い

そ
が
し
さ
と
疲
れ
か
ら
、
戸
締
り

も
っ
い
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
す
。

ア
キ
ス
ヤ
忍
び
込
み
は
、
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
ぬ
ら
っ
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
農
繁
期
に
多
い
い

こ
の
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
、
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
を
し
、
万
全

を
關
し
て
い
ま
す
が
、
農
家
の
み

な
さ
ん
ら
つ
ぎ
の
こ
と
に
気
を
つ

け
、
被
害
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

画
野
良
仕
事
に
出
る
と
き
は
、
で

き
る
だ
け
、
留
守
番
を
お
く
。

だ
れ
も
い
な
い
と
き
は
、
昼
で

も
よ
く
戸
締
り
を
す
る
。

・
夜
お
や
す
み
の
と
き
は
、
錠
前

を
し
つ
か
り
し
て
お
く
。

母
屋
は
も
ち
ろ
ん
、
離
れ
屋
や

物
置
な
ど
に
も
。

・
自
転
嘔
や
洗
た
く
も
の
な
ど
、

盗
ま
れ
や
す
い
も
の
は
家
の
中

に
入
れ
る
。

・
土
蔵
の
見
ま
わ
り
を
し
っ
か
り

、
こ
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発

見
し
た
ら
す
ぐ
修
理
し
て
お
く

・
い
そ
が
し
さ
か
ら
こ
ど
も
へ
の

目
が
ゆ
き
と
ど
か
な
く
な
り
が

ち
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
安
全

に
は
と
く
に
ご
注
意
。

・
隣
り
近
所
が
よ
く
気
を
つ
け
あ

っ
て
協
力
し
、
盗
難
防
止
に
っ

と
め
ま
し
よ
う
。

夏
の
健
康
や
守
る
運
動

６
月
2
1
日
ー
７
月
2
0
日

夏
に
多
い
伝
染
病
を
予
防
し
、

食
品
衛
生
の
向
上
と
環
境
の
改
善

を
は
か
つ
て
、
国
民
の
健
康
を
増

進
し
よ
う
と
、
「
夏
の
健
康
を
守

る
運
動
」
が
、
六
月
二
十
一
日
か

ら
七
月
二
十
日
ま
で
の
一
か
月
間

全
国
的
に
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま
す

こ
と
し
の
運
動
は
　
と
く
に
次

の
六
つ
に
重
点
が
お
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
部
落
の
実
情
に
合
っ
た
運
動

を
お
し
す
す
め
る
よ
う
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
夏
に
多
く
お
こ
り
や
す
い
病
気

、
と
く
に
赤
痢
や
小
児
ま
ひ
、

日
本
脳
炎
、
消
化
不
良
な
ど
の

予
防
知
識
を
高
め
、
早
く
診
断

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

廖
食
品
の
衛
生
に
は
と
く
に
注
意

し
、
た
べ
も
の
に
よ
る
伝
染
病

、
食
中
毒
の
防
止
に
つ
と
め
ま

し
よ
う
。

③
夏
は
と
か
く
過
労
に
な
り
が
ち

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
じ
ゆ

う
ぷ
ん
な
睡
眠
と
休
養
、
そ
れ

に
栄
養
を
と
る
こ
と
に
つ
と
め

ま
し
よ
う
。

④
夏
に
か
か
り
や
す
い
乳
幼
児
の

病
気
を
防
ぎ
健
康
を
保
つ
た
め

、
保
健
所
の
栄
養
指
導
な
ど
を

大
い
に
利
用
し
ま
し
よ
う
。
ま

た
児
童
の
海
水
浴
、
山
登
り
な

ど
戸
外
で
の
運
動
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
普
及
し
、
事
故
の

防
止
に
つ
と
め
ま
し
よ
う
。

④
赤
剃
や
日
本
脳
炎
、
小
児
ま
ひ

な
ど
の
病
気
を
は
こ
ぶ
、
は
え

、
か
、
ね
ず
み
な
ど
の
駆
除
を

徼
底
的
に
お
こ
な
っ
て
、
生
活

環
境
を
き
れ
い
に
、
と
く
に
海

水
浴
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の

環
境
衛
生
の
向
上
を
は
か
り
ま

し
よ
う
。

⑥
集
団
的
に
利
用
さ
れ
る
学
校
、

旅
館
、
事
務
所
な
ど
の
水
道
は

も
ち
ろ
ん
、
家
庭
の
井
戸
水
な

ど
の
衛
生
的
な
管
理
を
徹
底
し

ま
し
よ
う
。

3
9年
度

一
級
建
築
士
試
験

（
試
験
日
）

８
月
2
2
、
2
3
日

（
申
込
み
期
間
）

６
月
1
8
日
ー
2
6
日

（
申
込
み
場
所
）

山
口
県
土
木
建
築
部

建
築
課
あ
て

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

建
築
係
ま
で

3
9年
度
農
村
青
年
先

進
地
農
家
留
学
研
修
生

募
集

（
留
学
先
）

か
ん
き
つ
（
静
岡
、
愛
媛
）

そ
　
菜
（
福
岡
）

落
葉
果
樹
（
岡
山
、
鳥
取
）

酪
　
農
（
兵
庫
、
広
島
、
岡

山
）

（
募
集
人
員
）

あ
わ
せ
て
十
名

（
留
学
期
間
）

三
ヵ
月
以
上

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

農
務
係
ま
で
。

山
口
県
職
員

（
上
級
）試
験

（
職
　
種
）

行
政
、
農
業
、
林
業
、
農
芸
化

学
　
農
業
土
木
、
土
木
、
建
築

、
機
械
、
電
気
、
水
産
、
刪
産

、
獣
医
、
化
学
、
牛
浩
改
良
、

衛
生
監
視
、
各
若
刪
名

（
資
　
格
）

大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
、
昭

和
3
7年
３
月
以
降
に
卒
業
し
た

者
ま
た
は
　
4
0年
３
月
卒
業
見

込
み
の
者

（
試
　
験
）

昭
和
3
9年
７
月
2
6日

山
口
大
学
経
済
学
部

（
受
験
受
付
け
）

昭
和
3
9年
７
月
1
5日
ま
で

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
総

務
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

お
き
か
せ
く
だ
さ
い

内
容
は
公
明
選
挙
推
進

わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
を
、
豊
か
で
楽
し
い
も
の
に
す
る
に
は

ま
ず
、
政
治
を
り
つ
ば
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
り
つ
ぱ

な
政
治
は
、
あ
か
る
く
正
し
い
選
挙
に
よ
り
う
ま
れ
ま
す
。

あ
か
る
く
正
し
い
選
挙
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
実
現
で
き
る

か
　
み
な
さ
ん
の
、
お
智
恵
を
拝
借
。

（
応
募
規
定
）

▲
内
容
　
公
明
選
挙
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
。

▲
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
結
構

▲
送
り
先
と
メ
切
り
口
　
長
門
市
役
所
内
、
長
門
市
選
挙
管
理

委
員
会
あ
て
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
必
着
。

▲
応
募
作
品
の
要
幀
　
様
式
は
自
由
、
作
品
に
は
、
住
所
、
氏

名
、
年
令
を
必
ず
記
入
の
こ
と
（
応
募
作
品
は
お
返
し

し
ま
せ
ん
。
）

▲
賞
　
審
査
の
結
果
、
優
秀
作
品
十
編
に
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す

災
害
に
備
え
て

ま
ず
、気
象
情
報
に
関
心
を

大
雨
や
台
風
災
害
の
起
り
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
被
害
を

よ
り
少
な
く
す
る
た
め
に
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
家
庭
や
職
場
で
自
ら

守
る
体
制
を
整
え
、
ま
た
お
互
い

に
協
力
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す

台
風
が
近
づ
く
前

イ
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
気
象
警

報
、
情
報
や
防
災
上
の
注
意
事

項
を
よ
く
聞
き
、
そ
の
内
容
に

応
じ
た
対
策
を
立
て
て
お
く
。

口
、
停
電
に
備
え
て
ヒ
モ
を
つ
け

た
懐
中
電
灯
、
ロ
ー
ソ
ク
、
台

風
情
報
や
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た

め
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
な

ど
を
用
意
。
ま
た
隣
り
近
所
の

人
だ
ち
と
の
連
絡
万
法
も
き
め

て
お
く
。

水
害
の
恐
れ
の

あ
る
と
き

イ
、
大
雨
が
長
く
続
く
と
地
盤
が

ゆ
る
み
崩
く
ず
れ
、
山
く
ず
れ

の
起
る
危
険
が
あ
る
の
で
十
分

ご
注
意
を
。

口
、
堤
防
や
護
岸
の
近
く
に
住
ん

で
い
る
人
は
、
川
や
海
の
水
か

さ
に
ご
注
意
を
。

避
難
す
る
と
き
の
注
意

イ
、
平
素
か
ら
避
難
所
と
安
全
な

道
順
を
よ
く
ぉ
ぼ
え
て
お
く
。

口
、
避
難
命
令
が
出
た
と
き
は
ま

ず
火
を
始
末
し
て
戸
締
り
を
完

全
に
す
る
。

（
、
単
独
の
行
動
は
さ
け
、
責
任

者
を
中
心
に
、
お
と
し
よ
り
や

こ
ど
も
を
先
に
し
て
家
族
ま
た

は
隣
り
近
所
そ
ろ
っ
て
避
難
す

二
、
携
帯
品
は
非
常
食
糧
（
少
く

と
も
二
食
分
の
に
ぎ
り
め
し
、

乾
パ
ン
な
ど
）
医
薬
品
、
貴
重

品
、
認
め
印
、
現
金
、
着
替
え

の
衣
類
な
ど
で
、
あ
ま
り
大
き

な
荷
物
は
禁
物
。

ホ
、
忘
れ
物
が
あ
っ
て
も
取
り
に

引
き
返
さ
な
い
よ
う
に
。

住
民
登
録
異
動
届

は
必
ず
手
続
き
を

転
人
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
日

か
ら
十
四
日
以
内
に
手
続
き
を
し

な
い
と
法
律
に
違
反
し
ま
す
。

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
す

ぐ
『
住
民
登
録
異
動
届
』
を
。
ま

だ
住
民
登
録
の
届
を
し
て
い
な
い

方
も
市
役
所
市
民
課
か
お
近
く
の

支
所
で
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

お
か
あ
さ
ん
に
1
0の
質
問

あ
な
た
は
よ
い
母
親
で
す
か

①
問
　
あ
な
た
は
、
こ
ど
も
を
心

の
中
で
、
拝
ん
で
い
ま
す
か

②
問
　
あ
な
た
は
、
こ
ど
も
を
自

分
と
同
じ
条
件
で
育
て
て
い

ま
す
か
。

③
問
　
あ
な
た
は
、
こ
ど
も
に
対

し
、
誤
っ
た
判
断
は
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

④
問
　
あ
な
た
は
、
こ
ど
も
が
自

分
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を

認
め
て
い
ま
す
か
。

④
問
　
あ
な
た
は
、
こ
ど
も
に
あ

た
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
心
を
引
き
出
し
て
い
ま
す

か
。

⑥
問
　
あ
な
た
は
、
こ
ど
も
の
し

っ
け
よ
り
、
自
分
の
修
養
を

反
省
し
て
い
ま
す
か
。

①
問
　
あ
な
た
は
、
こ
ど
も
を
叱

っ
て
心
を
し
め
る
よ
り
も
、

ほ
め
て
力
を
の
ば
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
か
。

⑤
問
　
あ
な
た
は
、
や
さ
し
い
だ

け
で
な
く
、
父
の
威
厳
を
加

え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま

す
か
。

⑨
問
　
あ
な
た
は
、
わ
か
り
き
っ

た
こ
と
を
、
く
ど
く
ど
い
わ

な
い
で
あ
っ
さ
り
と
し
て
い

ま
す
か
。

⑩
問
　
あ
な
た
は
、
じ
っ
く
り
と

理
解
の
あ
る
叱
り
方
を
し
て

い
ま
す
か
。

消
防
用
布

ホ
ー
ス
競
売

消
防
用
布
ホ
ー
ス
の
不
用
品
が

あ
り
ま
す
。。

か
ん
が
い
用
の
ホ
ー
ス
と
し
て

は
使
用
で
き
ま
す
。
。

ご
希
里
り
方
は
、
６
月
2
5日
ま

で
に
　
市
役
所
財
政
課
ま
で
、
お

越
し
下
さ
い

競
売
す
る
布
ホ
ー
ス
　
九
本

（
維
一
イ
ン
チ
ー
、
長
さ
一

ハ
メ
ー
ト
ル
以
下
）

親
の
反
省
五
十
則

・
　

あ
な
た
は
、
子
ど
も
が

現
在
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
不

満
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
な
や
ん
で
い
る
か
を
。

い
つ
も
わ
か
つ
て
や
ろ
う
と

努
め
て
い
ま
す
か
。

・
　
あ
な
た
は
、
子
ど
も
の

身
体
の
健
康
と
同
じ
よ
う
に

心
の
健
康
に
つ
い
て
も
同
じ

よ
う
に
考
え
て
世
間
態
や
何

か
で
ひ
か
え
目
に
し
て
は
い

ま
せ
ん
か
。

定
例
歌
句
会
か
ら

長
門
短
歌
会
選

（
雑
　
詠
）

手
同
け
来
し
さ
つ
き
の
花
の
明
る

、さ
に
き
わ
だ
つ
母
の
苡
ふ
り
か

え
る

正
明
市
　
福
田
初
校

新
レ
さ
麦
わ
ら
帽
に
名
付
き
し
て

や
せ
た
る
腕
に
何
か
せ
む
と
す

赤
　
郷
　
伊
藤
木
陽

意
識
し
て
亡
夫
の
話
畄
に
ふ
れ
ざ

れ
ば
娘
と
我
の
ひ
そ
け
き
春
は

ゆ
く

渋
　
木
　
丘
本
邦
子

老
い
づ
き
て
子
に
倚
る
幸
の
ま
ぶ

し
か
り
我
に
え
に
し
だ
の
咲
く

五
月
来
る

渋
　
木
　
吉
内
静
子

仕
事
一
途
な
夫
と
の
違
和
を
感
じ

を
り
風
呂
満
す
水
の
音
を
き
き

つ
つ

渋
　
木
　
吉
地
ア
ヤ
子

（
当
季
雑
詠
）

峡
せ
ま
し
夏
蝶
到
を
か
す
め
と
ぶ

湯
本
　
岡
藤
童
国
桜

苗
買
ひ
て
お
つ
り
の
小
銭
泥
つ
け

て

山
　
口
　
杉
野
良
夜

水
落
す
と
来
し
苗
代
に
月
あ
か
り

渋
　
木
　
吉
地
ア
ヤ
子
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